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カンピロバクター食中毒対策の推進について 

  

 

カンピロバクター食中毒については、近年の事件数で約30％、患者数で約20％を占め

ており、飲食店で提供された生又は加熱不十分な鶏肉（内臓を含む。）を原因とする事件

が多数を占めています。 

また、平成29年３月16日に開催された薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会食中毒

部会において、飲食店営業者に対して鶏肉の客への提供にあたって加熱調理が必要であ

る旨の情報伝達が重要との議論がありました。 

これらを踏まえ、その対策の推進について別添のとおり都道府県等衛生主管部局長あ

て通知しましたので、貴会会員において鶏肉への表示等により加熱の必要性を飲食店営

業者に伝達する取組みの推進が図られるよう御協力よろしくお願いします。 
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